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 対象：関東地方公立 M 幼稚園で 4 歳児 T 組と 5 歳児 S 組・U 組。期間：1998 年 4 月～2000
年 3 月。観察回数 91 回。観察時間 455 時間。研究 1～5 では主に 4 歳児 T 組の観察記録を
中心に分析と考察を行った。方法：ビデオ撮影と筆記記録によって観察を記録し、ビデオ
映像から同型的行動の事例を抽出し質的分析を行った。 
結果（第 5章～第 9章） 
第 5章(研究 1)「幼児が他者と同じ動きをすること:仲間意識の共有としての他者と同じ動き」、 
第 6 章(研究 2)「ごっこ遊びにおける幼児が他者と同じ動きをすること:イメージの共有とし
ての他者と同じ動きをすること」、第 7 章(研究 3)「幼児が構成した場における、幼児が他者
と同じ場を共有すること：場の共有と身体の動き」で身体を媒介とする同型的行動の分析
と考察を、第 8 章(研究 4)「幼児が他者と同じ物を持つこと：幼児の仲間関係と物との関連」
で物を媒介とする同型的行動の分析と考察を、第 9 章(研究 5)「葛藤場面における幼児が他
者と同じ発話をすること：幼児の仲間関係と発話との関連」で発話を媒介とする同型的行
動の分析と考察を行った。 
総合的考察（第 10章）  






























 第 2 回目の審査会は 2012 年 12 月 11 日 18 時半に開かれた。第 1 回目の指摘の大部分が
修正されたと認められた。記述がなお不足しているいくつかの点が指摘され、またまとめ
について丁寧に書き込むことが必要だとされた。 
 第 3 回目の公開審査会は 2013 年 1 月 17 日 18 時半に行われた。これまでの要望を含め
て修正を行った上で論文の発表を行い、質疑に対しても適切に回答された。その後の最終
試験では学力の確認と共に、十分な修正がなされた価値の高い論文であり、博士論文とし
て合格と認められた。 
